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隔月1日発行

編集・発行／朝日大学企画課

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。

オープンキャンパスを開催
１日大学生を体験
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学部（法学科）、経営学部（経営学
科・情報管理学科・ビジネス企画学

科）志望者を対象とした「オープンキャン
パス」が6・7・8月に穂積キャンパスで開催
された。
　県内外からは多くの高校生、保護者らが
来学、映像（DVD）による大学紹介、模擬授
業、入試・奨学金説明会、キャンパス見学、
ランチバイキングなどに参加し、大いに
「朝日大学」を体感した。
　模擬授業では、「なぜ、東京ディズニーラ
ンドに何度も行くのか」など、身近なテーマ
から大学での授業がわかりやすく体験で
き、参加者たちはその内容に目を輝かせて
いた。また、中京テレビでも紹介された大
好評のランチバイキングでは、学生スタッ
フや教員との会話もはずみ、本学でのキャ

ンパスライフについての話題に花が咲い
ていた。
　さらに、模擬法廷では実際に裁判官席
に着席したり、イングリッシュランゲー
ジサロンで外国人教員との英会話を
楽しむなど、本年度は朝日大学の特
色や魅力をより理解・体感できる
「オープンキャンパス」となった。

　歯学部志望者を対象とした「オープン
キャンパス」では、全国各地から歯学部へ
の入学をめざす高校生、保護者・家族らが
集い、本学の建学の精神、教育方針・カリ
キュラム、歯科医師国家試験への取り組み、
そして、歯科医師の魅力などの説明に熱心

法

に耳を傾けた。
　参加した高校生たちは、最新鋭の機器
を備えた臨床系実習室、附属病院等を見
学。見学先で行われた模擬実習では、シ
ミュレーション実習室で患者型マネキンの
歯を削る実習に加え、今年はインプラント
（人口歯根）を埋め込む実習が新たに加え
られた。参加者たちは、真剣な表情で「歯
科医療」を自分の手で実体験していた。
　未来の歯科医師たちは、朝日大学の歯
学教育を体験し、歯科医師をめざす気持
ちがより強くなったようであった。

未来の歯科医師を
目指す

模擬法廷で
裁判を実体験

「患者型マネキン」ではじめての歯科治療6号館でのランチバイキング

朝日大学では、高校生の夏休み期間を中心に、大学入学を志望する受験生及び
その保護者等を対象とした「オープンキャンパス」を開催した。
オープンキャンパスに参加した受験生たちは、模擬授業・実習、キャンパス見学
などを体験し、「１日大学生」を充分に満喫した様子であった。
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ジュニア・ロースクール開講
模擬法廷で裁判を体験！

法教育公開シンポジウム
県弁護士会との連携事業

穂

法 教育公開シンポジウム」が朝日大学
穂積キャンパス６号館で7月12日

（日）に開催され、教育関係者や一般の参
加者ら100名が参加した。
　本学法学部と岐阜県弁護士会では、県
内における法教育の推進に寄与するため
の学術交流協定を本年６月に締結してい
る。今回のシンポジウムは、両者と岐阜県
法教育研究会（本年５月に設立）が連携し、
岐阜県教育委員会、岐阜市教育委員会、瑞
穂市教育委員会の後援により開催された。

　当日は、教育界、法曹界、報道機関の各
分野を代表する識者６名がパネリストとし

て参加、一般来場者や各分野の関係者を
前に、「国民の司法参加と学校における法
教育のあり方」をテーマに討論を行い、法
教育の必要性や課題等について意見を交
わした。
　今後も、本学と関係諸機関とが連携・協
力を深め、法教育推進にかかる事業などを
積極的に展開していくこととなる。

積キャンパス内の模擬法廷で、中学
生を対象とした「ジュニア・ロース

クール」が8月5日（水）に開講された。

教員免許状
更新講習を実施
高大連携を推進

本 学と岐阜県総合教育センターとの
「連携協力に関する協定書」に基づ

き、岐阜県教員を対象とした「教員免許状
更新講習」が穂積キャンパスで開催された。
　「教員免許更新講習」とは、教員として必
要な資質能力が保持されるよう、定期的に
最新の知識技術を身につけることで、教員
が自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の
尊敬と信頼を得ることを目的に実施される
講習である。

本学で８月に実施された講習（下表のとお
り）には、県内６つの高等学校からのべ14
名の教員が参加、教育現場に生かそうと熱
心に本学教員の講義を聴講し、新たな知
識など身につけていた。

　裁判員制度の実施に伴い、国民の司法
参加が必須となった今日において、一般市
民に対する法教育、さらには、若年層に対
する学校での法教育がますます重要性を
増している。今回のジュニア・ロースクール
の開講は、岐阜県弁護士会、法学部を有す
る朝日大学、岐阜県内外に多数の教員を
輩出している岐阜大学、そして、県内学校
の法教育推進を目的として設立された岐
阜法教育研究会が連携し、法教育の実践
をめざすことで、中学生の夏休み体験学習
の一つとして開講したものである。

法教育の必要性について意見を交わすパネリスト

中学生たちが「模擬法廷」で裁判員制度を学ぶ

・ 岩﨑　大介（ビジネス企画学科教授）
・ 中畑　千弘（同学科教授）

▼  起業成功のための条件
ベンチャービジネスのための理論と
実践事例を学ぶ　

・ 森下伊三男（情報管理学科教授）
・ 畦地真太郎（経営学科准教授）

▼  情報化社会を生きぬくために
情報機器の活用、情報化社会におけ
る生徒の行動分析　

・ 小畠　信史（経営学科教授）
・ 後藤　宏行（経営学科准教授）
・ 中村　　良（法学部准教授）

▼  企業分析とM&A
時系列分析（期間比較）、キャッシュ
フロー分析とは何か

　模擬法廷に集まった50名を超える中学
生たちは、初めて体験する裁判所（模擬法
廷）の様子に少し緊張ぎみの様子。しかし、
そこは度胸のすわった中学生たち、すぐに
「裁判とは、いったいなんなの？」、「裁判で
裁判官・検察官・弁護士は何をしている
の？」などの疑問を解決しようと熱心に受
講していた。

パネリストが意見を交わす

教育現場で
研修成果を生かす

・大杉　昭英氏（岐阜大学教育学部教授）
・大倉　泰裕氏（文部科学省初等中等教育局教科調査官）
・酒向　総友氏（岐阜東高等学校校長）
・武藤玲央奈氏（岐阜県弁護士会法教育委員長）
・野村　克之氏（岐阜放送報道局長）
・大友　克之　（朝日大学学長）

パネリスト



のたび、本学出身の力士で新十両
昇進を決めた徳真鵬さん【木瀬部

屋】（元本学体育会相撲部所属・2007年3
月法学部卒業）が大友克之学長を訪問し、
新十両昇進を報告した。

　徳真鵬さんは、先に行われた名古屋場
所において、両幕下2枚目で4勝3敗と勝ち
越した。十両昇進は、その結果を受け、7月
29日に行われた大相撲秋場所番付編成
会議で決定したもの。
　現在、本学から３名の卒業生が角界で

活躍しているが、なかでも徳
真鵬さんは、十両昇進に最も
近い力士であった。去る６月
17日にも本学を訪れ、名古屋
場所への抱負を語ったが、ま
さに「夢」の実現を果たした。
　訪問では、徳真鵬さんから
新十両昇進の報告と「宮田侑
理事長をはじめ朝日大学のサ
ポートに感謝しています。」と
の謝意が述べられると、大友学長からは
「本学から初の関取誕生は、大学の名誉で
あり、後輩たちも勇気づけられます。今後は
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コーポレートガバナンスと危機管理 JAL機長による特殊講義

本学出身の徳真鵬さん

大友学長に新十両昇進を報告！

営学部の特殊講義が開講され、日
本航空インターナショナルの国際

線機長を務める古宇田誠一氏による「コー
ポレートガバナンスと危機管理」と題した
講義が6月24日（水）に行われた。
　本特殊講義は、「グローバル化時代の企
業を取り巻く環境を学ぶ」ことで、学内外の
講師によるオムニバス方式で授業が展開

経

こ

学部では、岐阜新聞編集局の加藤
邦男NIE担当を招き、特別講義が6

月10日（水）に行われた。
　受講学生たちを前に加藤氏からは、新
聞社の組織、紙面構成、新聞製作過程など
の解説、大学生としての新聞の読み方や
活用方法のアドバイス、新聞とテレビやイ
ンターネットによる報道の違いなどについ
て分かりやすく詳細な講義がなされ、出席
した学生たちは、新聞を読むことの重要

「新聞の読み方」を学ぶ
法学部特別講義を実施

法

「夢」の実現

されている。今回の講師は、JALボーイング
747-400型機の機長で総飛行時間6000
時間、現在は米州路線室に勤務する古宇
田氏。機長、パイロットそして一人の社会
人・企業人としての視点から、「コーポレー
トガバナンスと危機管理」が熱くかつ冷静
に語られた。

　変化が早く複雑な環境下へと変貌を遂
げた現代社会において、企業にとって
「コーポレートガバナンス（企業統治）」へ
の取り組みと「危機管理の体制整備」が重
要課題であること、90年代半ば以降にお
ける企業の不祥事を例に挙げ、一つの不
祥事が企業の浮沈に大きく関わり、そして、

その影響が関係取引先、ひいては社会全
体に対する不利益につながることなどが
詳しく解説され、「企業の社会性」が強調さ
れた講義であった。
　また、古宇田氏は、「総合力ある航空運
送グループとして、お客様、文化、そして心
を結び、日本と世界の平和と繁栄に貢献す
る。」とのJAL企業理念の解説を通じて、企
業とは「利潤追求と同時に市場から選ばれ、
そして社会貢献をはたさなければ、その存
在意義はない。」ことが説明され、経営学を
学ぶ学生たちにとって価値ある授業となっ
た

School Events

企業の社会性と存在意義

古宇田氏による経営学部「特殊講義」

コーポレートガバナンス［企業統治］
企業における意志決定の仕組み

NIE［Newspaper in Education］
新聞を教材にした学習活動

加藤氏による法学部「特別講義」

大友克之学長と新十両昇進が決まった徳真鵬さん

更に上位を目指してがんばってください。」
との激励の言葉がかけられた。
　徳真鵬さんの更なる飛躍を期待したい。

性、おもしろさを実感した。

　今回の特別講義では、時間との戦いを
強いられる取材活動や原稿執筆、報道デ
スク等での詳細な
原稿・レイアウト
チェック、紙面印刷
や遠隔地への配送
など多くのスタッフ
が新聞の製作に関
わることで、新聞が
日々発行されてい

ることが理解でき、学生たちからは、「これ
までと違った気持ちで新聞を読むこととす
る。新聞を貴重な情報源として活用した
い。」などの意見が多く聞かれた。
　全国的に若者の活字離れがさけばれる
ことから、法学部では、地域社会との連携
をはかることで、数年前からマスコミ関係

者等を講師として招き特別講義
を実施しており、今後もこの活動
を継続していく予定とのこと。

常に時間との戦い


